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1955年5月～1957年6月の聞,桃 】カ年に17[二り,北海道地方の:1三-Jkr.･J川 および 軋
合計 40地点より6-12回の採水を行ない水質分析を 行なった (前fil調査). それらの河
川名.,採水場所,期日lJおよび採水Ll数などを第1表に,採水地点を第 1図に示す.石狩川
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(棚4カ1'Jtを合丁∫)である. また今Ii]J.'肋 として, 前IL_,l調査地点のうち主な10地点を選





分析項目は噂唱率,pH.Ca.Mg.Na.K.Fe.Sr.7ル カ リ雌 (CaCO｡),SO.Cl,F.
SiO2,P0.--P,NO㌻N,NO皇-N,NHrN,COD.溶解性蒸発残留物,懸濁物, 混濁僅などで
あり,'rJL析方法は東北地方の河川水質について 〔1∠1]において記したとおりである.
HⅠ. 分 析 結 果
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Jli2llT成分淡虻の朔度分布 (その1) (19551fi5月～1957年6川Ii水)
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16.7mg/Cで iミニ占く,洞爺湖 (19)が 12.5mg/Cであった.潮 目では十勝連峰の美典'Lr上
に瀬を発し, 凝灰L'-地僻を沈下する男瑛川 (5)が 21.3mg/Lと高い値である.ついで
支茶事如こ水源をもつ千歳川 (12)が 16.Omg/Cを示 し,十勝川水系の札内川 (28)が
3.3mg/Cの低い値であり,それF,'の平均机は8.1mg/Cであった.Ca濃度と河川数との
Lg仁和ま3,9mg/C以下が2,16.0mg/C以 Lが1であって,4.0-8.1mg/Cは20で,全
河川の過半数を占めた.′沖･Iの10地1㌣亡を.L,jl狩川 (10)の 11.6mg/lから天塩川 (D




の札内川 (27)の0.5mg/Lの穐lJ馴こあって,それ らの .lL:均佃 ま2.1mg/tで,0.6-
2,1mg/Cの他を示す河川は過半数の23を占めた. 今回の 10地点では1.4-4.0mg/8
の姫掛こあ り,JrZ均値は 2.7mg/tであっ[=. それらの地点における前回の他は0.9-
3.2mg/lの犯跡,こあり,､ド均は2.1mg/tで,今1･りは前l州こ比LTIEtlい値を示した.
Na:前Erilの40地点中, 湖では姐斜路御 (34)の47.8mg/lが高く,PLIJ寒湖 (32)は
























大殿 (18)の 33･4mg/t,洞爺湖 (19)の 36.2mg//,阿塞州 (32)の38.2mg/Cなどい
ずれも火山性の湖に高い伯である.次に河川についてなると,十勝川女流の佐幌川 (24)
の 112mg/Eか ら美瑛川 (5)の80.0mg//の散開にあり,その平均は 12.5mg/Eであ
って, 日本の河川の総平均値の 10.6mg/才に比し高い値である. 特に高い値を示す河川
紘,美咲川 (5)を最l和こ,菱窮糊から流下する千歳JH(12)の30.6mg/C.阿寒柳から
流下する阿寒川 (33)の 32.2mg/∫.屈斜路湖から流下する釧路川 (35)の 33.9mg/ど,
豊羽鉱山を上流に もつ豊平川 (13)の 21.4mg/Lなどである. そして これらのうち,
lo川g/l未満のものが,23で大半を占め,10,0-19,9mg/Cのものが7,20.0-39.9mg/t
のものが5.40mg/e以上のものが1であ･､た.今岡調査した 10地点では5.3-21.6mg/C
の範閲に あ り, そのIr'･物情は 12.9mg/Jであった. これらの地点の 刷可の値は 2.6-
30.6mg/eの穐伊那こあり,平均伯は14.0mg/ごてあった.
Cl:前P].'iJI.HIf.の40地点中,湖 では 用別路棚 (34)の43.2mg/tが最 高で, F･.J寒棚
(32)が21.2mg/C,洞爺仰 (19)が 22.3mg/tを,71･したが, 大沼 (18)は 8.9mg/Cの
低い伯であった.河川では,札内川の中流 (27,札内村)の0.8mg/Eから厚沢部川 (16)
の39.3mg/lの範跡にあり,平均値は7.5mg/Cで.日本の河川の総平均値 5,8mg/Cに
比しやや高い値を示した. 今何の10地点では,2.3-22.2mg/どの捕縄に あ り,その平
均値は 9.4mg/lであった.これらの地点の揃榊の値は 2.2-15.1mg/tで,その平均値
は7.4mg/fであった.
SiO2:前｢Llの40地点の うち,.i1rJでは I.ii斜路棚 (34)の 51.8mg/tを最和こ,阿寒湖
(32)では 47.6mg/C,大沼 (18)では 27.6mg/i.洞爺湖 (19)では 19.9mg/Eであっ
た.河川では,十勝川支流の札内川 (27)の8.4mg/才から釧路川 (35)の48.4mg/どの
聴掛こあり,平均は 23.3mg/Cで,日本の河]"の総平均値 19.0mg/Cに比し高い.こと
に高濃度のものは,阿寒川 (33)の42.3mg/t,釧路川 (35)の48,4mg/2,標梓川 (36)
の41.1mg/i.網走川 (37)の39.6mg/Cなとであり, それら以外に30mg/Eを越える
河川はJ:瑛川(5)の 30.7mg/E,下鵡川 (12)の33.5mg/C,尻別川 (14)の30.2mg/∫,





大沼 (18)0.09mg/C,洞爺湖 (19)0,021鳩/Lでいずれも湖水は低い伯であった. 河川
では千歳川(12),幌別川 (22)の0.01mg/Zから石3',lJ'川 (10,江別市)の1.17mg/Cの
鶴田で,平均値は0.19mg/Cであった.Fe含有猛が0.19mg/l未満のものは 36地点中




は 0.28mg/i.阿rP湖 (32)は 1,3mg/(.大沼 (18)(.LO.96mg/C,洞爺 湖 (19)は
0.56mg/Cで あ った. 河川は 千歳川 (12)の0,46mg/tから石狩川 (6,深川市)の
577:E(1978) 25


















NO2-N:今田の10地点の 平｣類よ0.015mg/才であり, その従卵は石狩川上流部 (3,
愛別町)の0.002mg/Zか ら,常長引IL(38)の 0.057mg/Cで あ る. 石狩川水系は患平
川(13)の0.018mg/iを除いて,す べ て0.010mg/t以下で あるのに対 し,十勝川は
0.015-0.026mg/tと高い. さらに.北見市を流下する常圧HlLは0.057mg/Eと10地点
平均値の約4倍の高い佃である,
NH｡-N:前同調査 の40地点Lや, 湖はJ.･1斜路渦 (34)が 0.04mg/i,阿寒 湖 (32)
0.03mg/ど,大沼 (18)0.03mg/C,洞爺湖 (19)0.04mg/Zであった.河川では,釧路川
(35),糟津川 (36),網走川 (37)な どの0.02lTlg/′か ら夕張川 (ll)の0.llmg/ど






懸 濁 物:前L.･ZU)40地点中,湖については,kf･:斜路湖 (34)15mg/i,阿寒湖 (32)
7･6mg/i,大沼 (18)16mg/8.1lt･輪湖 (19)30mg/lであった,次に河川は2へ172mg/C










の0.073mg/(.友新例を水源とする-T･戚川 (12)の0.066mg/lなどが やや 緑 ､lTtであ
り,石1'.1J:川下流部 (10,江別市)ではO.124mg/Lと高い.




p･[寒湖 (32)は196mg/1,大沼 (18)は 116mg/i.洞爺仰 (19)は 131mg/Fであった.
TP,'3囲 溶解也,/%薙残何物比の分仰可(1955I-'･5月～1957年6月採水)
(L9印は1972'r-Ito月-1973'EF9月に再度採水
河川-L､;よ札内川 (27)の31mg/Eから美喋川 (5)の 198mg/lO)鶴岡にあ り, 平均は

















































川 (4)の影鞘か反映していると思われる.すなjっち,fi供川 (5)は Ca(52.4%)>Mg
(24.8%)>Na+K(22.8%),Soヰ(79.3%)>Cl(15.4%)>アルカリ度 (5.3%)でアル
カ1)度が極度に 低く,忠別川 (4)は Ca(47.6%)>Na+K(32.6%)>MgL19.8%),
So一(50.9%)>アルカリ度 (30.0,Oof)>C1(19.1%)の朋係に あ り, 両川は Caおよび
SO.の含有比の高い河川で あ る.次に大塩山地倖摘弓の朱鞠内湖 (人造湖)に発して南卜
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岩凧 さらに下流部は第LJB紀洪机紗棟F.1である. ヒ溌部の新得町 (23)では,Ca(43.9%)
十Na+K (43.4%)>Mg(12.7%), アルカリ度 (61.1%)>SO.I(23.4%)>Cl(15,5%)
の関係にあり,アルカリ度が高い値てある.中流部の井室町よりやや上流で含WLする佐幌
川 (24,新得町)は Na一卜K (45,4%)>Ca(40.7%)>Mg(13.9%),アルカリ度 (78.8
%)>CI(14.2%)>SO.(7.0%)の関係にあるれ 命椎体の十勝川木酢 1~灘 珊 (25,芽室
町)では Ca(46.3%)>Na+K (40.5%)>Mg(13.2%),アルカ1)鹿 (65.9%)>SO4
(20.5%)>C】(13,6%)の関係になっていて,アニオンの)関係は 卜流部と変らないが,カ
チオンでは Na+K の含丑の高い河川の流入にもかかわらず Caが Na十Kより高い情杏
示している,
一方,石村稿山岳部に発し,新平湖の落｢､~を受け旅 卜し,帯広市付近で 合流する音更
川 (26)は,Na+K (46･2%)･÷Ca(460%)>Mg(7･7%)･ アルカリ度 (61･8%)>Cl
(21.6%)>SO4(16.6%)の幽旅にあり､ カナナンは十勝川上流の新村町 (23)の水賃と
相似している.また1･L内川 (27,28)はHl･.l-連峰,札内岳 (動 此岩桝u))キ･麻岩に1.･才む)よ
















































51.4%)>Cl(30.0-39.9%〕>SO4(14.1-21.0%)の聞釦 二あ り, また皮沢部川 (16)
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成分は,P0,.-P,NO｡-N の光度塩および Na,Clなどである.まず POrPについてjAる
と上流部 (3)ではO.006mg/lが中流部 (61では0.010mg/Zとなり,下流部 (10)で
は 0.024mg/Cに増加して.｣二流郡の約4倍のfJfJk/Ttしている.NOrN については上流












加の 帆(']ほ NOl-N のlJr=!合
とは.'i'同様で あ る. また
C1は と粍部 (3)で は 2.3
mg/Jが 中流 部 で は 10.6
mg/Jで約 5倍 とな り, さ














NO3-N で は 0.78倍, Na
では1.4FuF･,C1では2.0倍
の伯で あ る. 下流部 (10)













川 (4),葉 荻 川 (5)な ど
So一,Cl竜の高い 支流の介
流により,上流部 (3)の2












































































































































前川と同一値であるが,旭川市を流 下律の 深 川市 (6)で は 前凶の0.4 6 は 0.74となり,














































































布 (第 11回)をなると,大当山,阿寒岳などの 火山に発する河川 (美疎川,,tl'.別川)お
よび屈斜路湖などの火山性湖に高く,比較的安定な地質であるElF',`.']地方,北見lJ｣地および
網走地方の河川に低い帆向にある. 般砧(Ltfは 大雪山山系に発する男典川 (5)で.その比
は 14.9であり,最低(郎よ十勝川支流の休幌川 (24)の0.09で,それらの河川の比の平均
fLtiは0,87であった. 湖では J掴 斗路湖 (34)紘 ll,阿寒湖 (32)はO.67で,4湖の f-p-J
は 3.8であった.その比の経年変化をみると,石狩川水系では 上流部 (3)では 前凹も今
Lqも0.66で Cl/アルカリ度と同様全 く変動が認められないが,中流部 (6)ては,前川の
1.2は今川 ま1.1となり,下流部 (10)L=は前Idの0.44は今ldは0.53であって, その変
動は非常に小さく,Cl/アルカリ度の槻J"n-のような大きな耗隼変化を示 していない. また
盟平川 (13)も前回の 1.3は今川 ま0.37とな(),千歳川 (12)では O,86か0,60となり,
水質が改養されていることiJ,｣1･している.十膳川水糸では,中流部 (25)での前Ii!lの0.31
は今卜･日,iO,35とな り,下流部 (31)では前回の0.27は今回は 0,39とな･1ている. 天塩
川 (1)では前回の0.14は今l･_LはO.30とな り,2ruYL以上の変軌を7Jliしている, こU)よう
に3水系の SO./アルカリ度の比は石狩川水系に[1.-.･)く, 他の水系では低い帆,'.Jにあるが,
その窪咋変化は Cl/アルカ.)度の場/.]Lと火なり天塩川水系が 最も大きい.SO.と-/ルjJ
リ比の当丑LT分率の1日耕土第 14凶 のようで,そV-Jl舶Jl亡lI練武は ′ァルカリ敬二ニー1.03
〔SOf:+79.4,相対(,･F激 は10.79であり,T.:占度な (♪<0.01)逆相関佐敷が認められた.
さらに,Na/K の分布 (第 1214)･i･入ると, 淡部の火山性湖である屈斜路湖 (34)お
よび釧路川 (35)と日本海側の河川,柑 こ厚沢部川 (16),石狩川T流部 (10), 夕鮎川
(ll)などにIl.高く,十勝川水系,L'T:f川上流部,Jll一石山脈 および北見山地に水源を有する




斜路湖 (34)の20をはるかに越えている. このため 夕張川流入後の石狩川本流の江別市
(10)では,流入前の深川市 (6)での比 6.4は16と毒し､値となっており,支第湖より流
下する千歳川 (12)の14を上まわっている. 他に,後志地方から渡島半島にかけての日
本海側に泣際する尻別川 (14)は9.6,利別川 (15)は 11,Pj沢部川 (16)は20.大野
川 (17)は 13のそれぞれ高 い値であるが,これは帆送塩の形背で 12-2月の間に Naお
よび Cl並が飛地的に増力nするためと考えられる.経年変化をみると,石狩川では上流部











第5点 北 鮎 江のT･.T川水中の上変 成倒 LiJの†川判係 数
(1955年 5月～1957年 6月採 水)(〟-40)
ca Mg L Na い く 7(品 を撒 so- Z cI I si02







0.78++ 048事* 0.61+* 042** 079ヰ* 0.4 2** 0.40 叫
0.56H 0.66** 050** 06 8** 0 5 1ヰ* 041 叫
0.79** 0.13 06gH 0.9 4++ 050 榊
0.13 0.7 8** 0 7 1相 071 榊1007 0.02 0.14








れ第 15榔 第 16図のようである. Sr-Caの回叫缶線式は 〔Ca〕-53･1〔Sr〕+6･2,相関














oool oo2 0.03 0DL. 005 0.06 0.07 00B
F(mg/I)























































































L･- 前 線 l相朗係数 用 讐 I険 定
S-Re-0.5401+15,7 0.82 10 ♪<0.OI
S-Re-0.77g+67.3 092 8 ♪<0.OI
S-Re-0.6801+6.47 0.97 10 1)<0.01
S-Re-0.50g+23,8 0.88 10 9<0.01
芸:i 諾い …二……≡Z.ョo:二75ヲ二言 Z';… 9 ;<'呂莞
川 (糾成川取入口) IS-Re-050cr+964 1 0･54 9 NS










































































































































血に呼応して正のlig係 (a>0)にある成分は COD.混濁度,懸濁物,Fe,NH.-N などで
ある.












































COD I logC- 08210g(ト122
懸 S諾 e 物 l
logC--0.25logQ+2.23
logC- 1.40logQ-1.22
児 潮 波 logC= 1.30logQ-I.30
44
1~欄 竺_竺｣ 洩聖 禦竺 竺 】竺
-096** I c-143(卜…









































































CIと NOrNは約2倍,NHrN は約6倍,Si02 は約 1.3倍で,いずれも1%以下o)氏
57世 (1978) L15
第 10表 北tIli道地方の河川水の仙但Ji叶l･J]の分析値
河川名棉目採水時 値 ① 天塩 川 (7,Thy-和) (卦石.狩 川 (愛別町) (昏 石狩 HL(深川市)平均値 橋畔偏差 有意老t検起 平均値 橋畔偏差 有意差t検定 平均値 帯解偏差 有意差t検定
pH 前 回 6.5 土0.2 NS 6.8 ±0.1 NS 6.4 ±0.2 NS今 回 6.5 土0.1 6.7 土0.2 6.4 ±0.1
Ca 前 〝 5,2 ±1.4 NS 5.4 土1.1 NS 10.0 j=3.9 NS
今 〝 5.2 土1.5 5.8 土1.1 ll.0 土3.1
Mg 前 〝 1.6 ±0こ3 NS 1.0 土0.3 米XX 2.1 土0.7 XXX
今 〝 1.9 j=0.5 1.4 土0.3 3.1 ±0.9
Na 前 〝 4.8 ±0.6 NS 3,8 土0.9 NS 5.9 ±1.4 ×
今 〝 4,8 ±1.2 3.6 土0.9 7.6 土2.4
K 前 〝 1.05 土0.30 NS 1.15 ±0.23 NS 1.56 土0.22 米×
今 〝 1,20 土0.43 1.14 土0.36 2.22 ±0.88
Fe 前 〝 0,22 ±0.23 NS 0.18 ±0.15 NS 0.39 ±0.39 NS
今 〝 0.12 ±0.12 0.17 土0.54 0.15 ±0.09
Sr 荊 〟今 〝 0.026土0.007 - 0.028土0.005 - 0.046±0.011 -
アルカリ度 荊 〝 19.6 ±7.0 NS 15.0 ±2.4 NS 17.1 ±3.7 NS
(CaCO3) 今 〝 18:6 土6.3 15.7 土2.g 20.2 ±4.9
SO4 前 〝 2.6 ±1.6 米×XX 9.5 土3.5 NS 19.9 ±11.1 NS
今 〝 5.3 土1.3 9.9 士2.5 21.6 1 6,8
Cl 前 〝 5.2 ±1.0 NS 2.2 土0.6 NS 5.6 ±1.7 米××-X
今 〝 5.3 ±1.6 2.3 ±0.7 10.6 ±4.7
F 前 〝今 0.02 土0.01 - 0.02 土0.01 - 0.03 ±0.02 -
SiO2 前 〝 10.7 ±2.5 XX米 23.8 ±5.1 NS 22.2 土4.3 米XXX
今 〝 15.6 土4.4 27.2 土6.8 29.2 ±5.4
Poヰ-P 前 〝 (0.003土0.004 NS 0.004±0.006 NS (0.003土0,005 NS
今 〝 0,014土0,020 0.006±0.003 0.010±0.002
NO3-N 前 〝 0.32 土0.21 NS 0.22 士0.08 NS 0.21 土0,18 ※×XX
今 〝 0.32 iO.23 0.16. 土0.10 0.49 土0.19
NO2-N 前 〝 0.008 - - - - - - - -今 土0.003 0.002±0.001 0,009土0.005
NHrN 前 〝 0.03 土0.02 NS 0.03 ±0.03 NS 0.04 ±0.01 米×米×
今 〝 0.22 土0.37 0.03 iO.03 0.25 土0.20
溶解性燕 前 〝 48 土6,3 NS 62 ±13 NS 108 土35 NS
発残留物 今 〝 53 ±11 64 ±15 105 土28
懸 濁 物 机 JJ 38 士6.3 NS 32 土39 NS 39 ±11 NS
今 〝 36 土18 104 士282 41 土37
混 濁 度 前 〝今 24 ±34 - 44 ±111 - 22 ±24 -
COD 前 〟 0.96 土0.70 米米米× 1.4 土1.1 NS 14.4 土12.3 ×××
今 〝 3,1 土1,0 4.0 士8.1 6.0 土 2.8




OL)平粗 糖ヰ仙追及ひん凱ItJ_)検定 (Jtの 1)
⑨ 空知川 (赤平l吊 ⑬ 石狩川 (江別市) ⑬ 千鹿川 (千歳lhJ) ⑬_L&平川(IJ成川取入口)
平均値 標準偏重 有意差t検定 fl-!.lliIJl.離f)fhi蓋 有意差ト検定 TIこ均仙二帯利ii差 有JLT:差t檎嵩 l':均 一Jl-_規制砧Z:f:有畜差t検k
7.0 土0.1 'ヽ 6.7 士0.1 NS 7.3 士0.1 ×)(舛※ 6,9 ±0.1 ×米米米.
6.8 ±0.1 6.6 ±0.3 6.7 土0.1 6.5 ±0.1
9.3 土2.3 NS 10.8 ±4.3 NS 14.0 土0.6 XX 9,2 ±3.0 NS
9.7 ±2,2 ll.6 士3.6 ll.1 土1.8 9.7 土0.9
2.6 土0.7 NS 3.0 ±1.2 × 3.2 ±0.3 NS 1.7 土0.5 -X-XX
3.5 土1.1 4.0 ±1.0 4.0 ±1.0 3.0 ±0.4
8.0 ±2.1 NS 12.1 ±5.8 NS 16,it ±0.7 NS 12.8 ±6,7 NS
7.3 土1.8 17.0 ±5.3 15.2 ±4.6 13.6 ±2.7
1,26 ±0.25 × 1.30 ±0.32 3<※米※ 1,98 士0,28 × 2.29 ±1.30 NS
1.67 ±0.33 2.42 ±0.73 2.52 土0.39 3.13 ±0.57
0.30 ±0.31 NS 1.17 ±0.59 米〉(シく※0.01 ±0.01 NS 0.22 ±0,07 NS
0.24 土0.19 0.40 ±0.32 0.51 土0.45 0.47 ±0.32
0.071±0.020 - 0.124±0.086 - 0.066±0.021 - 0.073±0.032 -
29.6 ±5.2 NS 34.7 ±13.4 NS 37.0 ±0.9 NS 17.4 土4.0 ××××
31.2 ±7.5 33.4 ± 8.0 32.9 土6.7 33.4 ±3.5
17.0 ±5.3 NS 14.6 ±6.3 NS 30.6 ±1.0 -XXX米 21.4 ±7.6 )(××
15.6 ±3.7 16.9 士4.4 1巨!,9 ±2.8 ll.7 ｣二2.4
5.7 ±2.4 NS ll.3 ±6.7 ××× 14.Ll 士0,7 NS 15.1 ±6.9 NS
5.7 ±1.4 22.2 ±9.6 17.6 士7.4 16.7 ±3.8
0.07 ±0.017 - 0.05 士0.03 - 0.06 土0.04 - 0.03 ±0.02 -
18.3 土3.5 × 20.9 ±4.3 ×>く米)く33.5 ±2.7 NS 20.9 ± 2.7 )(-XX-)(
23.5 土4.6 31.3 ±6.6 33.4 土3.1 42.8 j=ll.i
0.008±0.018 NS 0.008土0.01 × 0.005土0.006 NS 0.004±0,001 NS
0.016±0.016 0.024±0.01 0.01Jtj=0_OOg 0.028±0.030
0.43 ±0.07 NS 0.65 ±0.23 NS 0.(〕8 土0,13 NS 0.22 ±0.06 ×××
0.57 ±0.22 0.89 ±0.59 0.69 土0.46 1.14 土0.52
0.004± 0 - 0.008±0,007 - O.006±0.006 - 0.018±0.03 -
0.03 ±0.01 NS 0.09 ±0.13 NS 0.04 土0.02 NS 0.03 ±0.01 NS
･0.08 ±0.06 0.12 ±0.08 0.10 土0.09 0.40 ±0.52
89 ±19 NS 109 ± 35 NS 137 土3,5 NS 107 ±36 NS
90 ±17 133 ± 16 2ー9 土ユ5 134 ±25
39 ± 23 NS 172 ± 199 NS 3.0土1.4 ××)(× 6.9 ±4.5 ×
101 ±116 81 ± 28 112 士50 46 ±37
80 ±106 - 78 ± 83 - 59 土29 - 6.5 土0.1 -
2.2 ±0.8 × 5.9 ±2.5 NS 0.LIB ±0.08 × 0.89 ±0.33 ××
8.4 j=5.5 7_9 ±3.0 5.4 土3.6 7.0 ±4.2
67.4±49 NS 554 ±477 NS 23,-i 土673 NS 21.7 ±43.5 NS
NS:1/_'r成/JIのIHimと今山に1,･ける氏.川′J有力こ諾なし
×:1UU/LJ-i搬串て有.也., JtX:5%)'i.陳畔でイJ,打., 光井米 :2%危険単で17一弘 ※x舛舛1%比牧牛て対ロ
57,a (1978) 47
(その2)
河川 名 ⑳ 十勝川(帯広市芽室) ◎ 十勝川(豊頃町茂宕) ⑳ 常呂川(網走市端野)
項 目 採水時値平均値 穏準偏差 青意歪L検定 平均値 様畔ti差 有意差t検定 平均値 積和td遵 有.uT題t検定
pH 前 回 6.8 ±0,1 NS 6.7 ±0.3 NS 6.8 ±0.2 XX今 回 6.8 土0.2 6.7 ±0.1 6.6 ±0.1
Ca 前 〝 5.2 ±1.2 ※ 6.6 ±2.0 NS 12,3 土6,4 NS
今 〟 6.5 ±1.2 7.7 土1.1 10.5 ±1.9
Mg 前 〝 0.9 土0.2 ※※※米 1.4 土0,4 ×XXX 3.0 土1.7 NS
今 I 1.5 土0.3 2.1 土0.4 2.6 ±0.5
Na 前 〝 4.5 ±1.1 NS 5.1 土1.4 NS 7.6 ±2.5 NS
今 〝 5.5 土1.9 5.9 ±1.5 6.7 土1.5
K 荊 〝 I.24 土0.24 × 1.80 土1.08 NS 2.15 ±0.68 NS
今 〝 I.77 土0.64 2.04 土0.67 2,42 j=0.63
Fe 前 〝 0.21 ±0.40 NS 0.46 土0,38 >(>(× 0.08 土0.07 NS
今 〝 0.08 ±0.08 0.14 土0,08 0.13 土0.09
Sr 前 〝 - - - - - - 0.046 - -今 0.034±0.007 0.037土0.007 ±0,008
アルカリ度 荊 〝 19.1 ±4.1 NS 22.0 土4.8 NS 36.8 土16,4 NS
(CaCO3) 今 〝 23.1 ±6.2 25.6 土4.7 31.3 ± 6.3
Sol 前 〝 5ー7 ±1.6 XX× 5.6 ±2.3 XX×× 13.0 ±3.5 NS
今 〝 7.7 ±0.7 9.7 ll,4 ll.2 土2.2
C1 前 〝 2.8 ±1.2 NS 4.6 土1.3 NS 7.7 土6ー5 NS
今 〝 3.4 ±1.4 4.7 十1.3 5.2 士1.4
F 前 〝 - - - - - - 0,02 - -今 0.02 ±0,01 0.02 ±0.01 土0.01
SiO2 前 〝 21.8 ±2.7 XX×× 29.9 ±8.3 NS 34.4 士3.7 NS
今 〝 25.6 土3.4 29.2 土3.5 36.3 土4.1
PO4-P 節 // 0.004土0.007 NS 0.013土0.020 NS (0.003±0.001 米× 米
今 〝 0.007 土0.004 0,015土0.009 0.035土0.020
NO㌻N 飢 〝 0.30 ±0.14 NS 0,99 土1.54 NS 0.43 土0.40 米 米
今 〝 0.50 ±0.51 0.54 土0.30 1.41 土0.83
NO2-N 前 〝 - - - - - - 0.057 - -今 0.015士0.040 0,026土0.030 土0.070
NHrN 前 〟 0.03 士0.01 × × 0.07 土0.ll NS 0.03 士0.02 米
今 〝 0.ll 土0.ー0 0.13 土0,ー4 0.22 土0.22
溶解性燕 前 〝 62 ±10 NS 74 土14.6 NS 104 ±30 NS
発残留物 今 〝 70 土12 82 士】2.7 103 ±15
懸 濁 物 前 〝 94 土 215 NS 44 土41 NS 21 ±30.0 NS
今 〟 60 ± 52 58 土43 79 士15.8
混濁 度 前 〝 - - - - - - - - -
今 〝 22 ±8 22 士11 23 ±16
COD 前 〝 1.6 ±1.9 NS 2.4 土2.2 米× 1.6 ±2.0 X X
今 〝 3ー1 土1.9 3,0 ±1.2 4,8 土1.8








では,Kが 1.9倍 (P〈O.01),Si02が1.5倍 LP<0･01),Clが2倍 (P<0102).Mgが















示し,Kには経咋に よる統計的有意差 (Z･<O.10)が認められた. また S04は約 62%





T1-分率では, カチオンが Na+K>Ca>Mgの蜘向にあるが, 7ニオンは SO一の減少に
より,7ルカ.)度>SO一>C1の関係から,アルカ.)度>Cl>SO.の関係に変化した.lr･]じ
く支流の放平川 (13,帥Jl訓l収入ロ)では,水罰の経隼変化は著しく,pHは 6.9が6.5
(b<0.01)に1lrFLL,Mgは約 1.日,･l千(P〈O.02),アルカリ度は約 1.9倍 (9<0･01),
Si02は約2倍 (P<0.01),S04は約55% (b<0.02)の情を/TiL,経年変化に 有意差が
認められた.
また紫苑晦鯖では,Poヰ-Pは7倍.NH4-Nは 13倍の値を示したが,統計的な有意差




の減少により,アルカリ度>Cl>SO.の関係に 蜜化している. また,Mg/Caは 0.30が
57番 (ユ978) 49
0.51にな･),Mgの 岬 加 か 礼られるが,CaIMg/Ca+MglNa+K-Clは0.61よ り
0.65で変化はほと/L,どrLい.
十勝川水糸についてみると,上紙部(25,鞘JL-市芽柳 J)では,Caが1.3倍(9<0･1O),
Mgが約 1.7倍 (♪<0.01),SO.が約 1.4倍 (♪<0･02).SiOaが約 1.2倍 (i･<0･01),K
が約1.4倍 (9<0,10)のMIJを,示し,いずれも終隼変化に統計的な有意差が認められた･
一九 ,Xl兼塩軌では POrPが約1.8倍,NOB-Nが約 1.7倍,NHrNが約3,7倍のlulを
/T,･すが,NHrN のみに有意差 (i)<0.05)が認められた.さらに Feは約38%,Na,7
ルカリ度.Clは約 1,2倍,CODは 1.9倍の伯であったが,経年変化に統計的な有意差は
認められなかった.またカチオ/および アニオン帆の当丑百分率には 多少の変動は ある
が,Ca>Na+K>Mg,アルカリ度>SO.>Clには変化なく,Mg/Caは0.28が0.38に,
Ca+Mg/Ca+Mg+Na+Ⅰく-Clは0､53が0.5∠lとほとんど変動は･みられなかった. 下流
部 (31,塑脚 fr茂岩)で は,Mgは 1.5倍 (♪<0.01),S04は 1.7倍 (f･<0.01),Feは



































/亡国 225河 川 8.8tl
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SO一C1SiOCPOrP･03中 一N'
























(1) 1955年5月-1957年 6月 (前回)の間に北細道地方の27河川,36地点 および
4臥 4地点において採水し,いわば天然水の時代の水質の特徴を知 り,それらのうち主

















河 川 は 0.02-0.llmg/i(0.03-0.40mg/i).湖 は 0.03-0,04mg/∫.COD:河 川 は
0.46-14.4m/I(3.0-8.4mg/C),澗 は O.28-1.3mg/C,離解性蒸発残何物:河 川 は
31-198mg/!(53-134mg/1').湖は 116-292mg/C,懸椀物:fnJ川は 2-172mg/t(36-
112mg/e)日射土7.6-30mg/i,蛇濁度:河川は (6.5-80mg/C)の範W:lであった,









































呼応して,上流部の pH6.7から中流部では pH6.4となり,下流部では再び pH6.6と
なる.また坑内廃水,鉱山廃水などに対する人鵜的処製剤 (Ca(OH)2)の膨闇がみられ,
処理水の流入後の本流では Ca,アルカリ度の変動が大きい.十勝川水系では SO｡,Clの





















1.3倍てあ り,東北地方 とほは等 しい.アル カ リ度 (CaCO3) は 日本の総平均値 よりやや 低
く,東北地方の平均値 より高い値を示 している.一方,火山性の岩石に由来する Si02 は
東北地方および 日本の総 平均値のいずれ よりも高い値である.また泥炭地の彫撃削二より,










6,告任務好 .ほ崎憶点.1961.十勝川水系 (,.'inE一端別)の水質1F'ひに畦'Efの季節的射 ヒについ
て 水産粁化朋研究沌岱(16):7-28.








13｣山畑 昭 ･梅谷裕9弓1億垣'tは ･滑水殊千 ･石崎放三 ･中川翠一,1966 北軸泊の水質とr汀地
点.用水と廃水 8(2):77-83.













23.dl.&L'HiIJ川局線 1975 沌Li･年末 (第26l･1日l(佃 48年) EJ本･;.lJJr!協会
24.山本;Ll:教鮎 1968.柁水.地球目早.作拙 946.il.･ILIJ.I坂 .
54 Lr"1学研究
